
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.７
平成2６年1⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成２６年５⽉に廃線が決定しているJR江差線
（⽊古内〜江差間）。廃⽌区間最初の駅である「渡
島鶴岡駅」がある鶴岡地区は、⽊古内のルーツであ
る⼭形県鶴岡市の⽅々が⼊植した歴史ある⼟地であ
り、最近では、全国でも珍しい、お寺の境内を列⾞
が通過する禅燈寺（ぜんとうじ）が注⽬を集めてい
ます。

廃線を前にした鶴岡地区で、町⺠が熱い『夢がたり』を開催
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エ ク ス プ レ ス

－⽊古内の新たな魅⼒創造へ－

き こ な い

↑ ライトアップされた⼭⾨

【第２回の模様（H25.12.12）】

この鶴岡地区を活性化させようと、この夏から観
光協会が中⼼となって「あそぶべ鶴岡夢がたりの集
い」が２回開催され、廃線後の鶴岡地区の活性化に
ついて熱い議論が交わされました。

７⽉に⾏われた第１回⽬では町の内外から約５０
⼈が集まって⾃由討論を⾏うとともに、その⽇から
約4ヶ⽉半に渡って、禅燈寺の⼭⾨をライトアップ
することにより、訪れる鉄道愛好家に対して鶴岡地
区をアピールしました。

１２⽉開催の第２回⽬においては、「はやぶさ０
３」の浅⾒隊員が他地域の廃線跡地利⽤の例を取り
上げ、⽬的・⽬標を明確にして取組を進めていくこ
とを提⾔。その後、事務局が提⽰した12の活⽤策
について議論を⾏い、廃線跡の線路保存を優先して、
鶴岡地区の活性化を図っていこうとの⽅向性が⽰さ
れました。

↑提⾔を⾏う浅⾒（奥の列 右端）

【第１回の模様（H25.7.12）】

↑⾃由討論の様⼦

↑第２回 配布資料

昨年は⼤変お世話になりました。今年はうま
年だけど、⽜のキーコも⽊古内駅新幹線観光駅
⻑として、９町の魅⼒を全国にモゥ〜ダッシュ
で発信して、北海道新幹線⽊古内駅開業まで、
パワーアップしてギュギュッと取り組んでいく
ので、ヨロシクねっ！ｍ(_ _)m

今年の⽬標はたくさんの⼈と仲良しになるこ
と♪ みんなと会うのがモゥ楽しみ〜！

あけおめ ぎゅぎゅっ！

今年の目標も
もちろんモゥ～ダッシュ
今年もヨロシクねっ！
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エ ク ス プ レ スき こ な い

千軒岳登⼭。 この後アオダ
イショウに遭遇。笹島さんに
「春にアオダイショウに会う
と幸せになるよ。」と太⿎判
を押されました。町の隅々ま
で案内してくれた坂本さんに
も感謝です！

一筆御礼
はやぶさ０３ ９町総合研修が終わりました

福島町研修（H25.5.16〜21）

江差町研修（H25.6.10〜14）

松前町研修（H25.7.3〜9）

奥尻町研修（H25.8.1〜5）

知内町研修（H25.9.2〜6）

厚沢部町研修（H25.10.1〜3）

上ノ国町研修（H25.11.6〜8）

江差追分に挑戦！江差追分の
師匠、⻘坂さんから直々に伝
授して頂いた江差追分。いつ
か⼤会で披露出来るくらいま
で練習したいですね。役場の
みなさんが本当に“パワフル”
に町を案内してくれました。

ガイド先進地の松前町では歴
史・桜、⾊々なガイドさんに
町を楽しく教えて頂きました。
桜が咲いていない時期の訪問
でしたが、北川さんの説明は
満開の桜が⽬に浮かんでくる
ようでした。

浅⾒隊員５⽇間、朝・昼・晩
ウニ連⾷の記録を達成した奥
尻研修。痛⾵を⼼配する声も
ありましたが、今のところ⼤
丈夫そうです（笑）。佐藤さ
んが島の楽しみ⽅を、⾝を
もって教えてくださいました。

知内町では歴史を中⼼に取材。
⽊古内でも先⽣と仰ぐ⼈が多
い伝説の学芸員・⾼橋さんに
みっちり教えて頂きました。
⼩⾕⽯の⺠宿も宿泊全制覇！
隣町に住むだけに、なかなか
できない経験でした。

⼄部町研修（H25.12.2〜3）

⽊古内町研修（H25.12.18〜25）

厚沢部町といえばメークイン。
そしてレクの森。⾃然豊かで
広⼤な厚沢部町は癒やしの空
間、と思っていたら、なぜか
地域おこし協⼒隊の寮の様⼦
まで視察！癒やしだけではな
い厚沢部町でした（笑）。

北海道の歴史発祥の地上ノ国。
勝⼭館から夷王⼭まで岩⽥さ
んのガイドで登頂して記念撮
影。あれっ！３⽇間のメイン
ガイドだった伊勢課⻑が・・
不⾃然な合成写真、あしから
ず（涙）

⼄部町と⾔えば「縁桂」。し
かしながら、現在、縁桂まで
の道は⼯事中。いやいや、⼄
部に来たからには！と、宍⼾
さんが安全な道を⾜で踏み固
め、連れて⾏ってくれまし
た！⾒られてよかったー！

住んで１年半が経ちましたが、
知ったかぶりはよくないと、
最後に強化週間を決めて取材
を⾏ったところ、「そんなの
知らなかった」ネタが盛りだ
くさん。⽇々、勉強ですね
（汗）



新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.8
平成26年3⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町の
地域おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成27
年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての様々な
取り組み状況などを、町内外の皆様にお知らせ
します。

－良質な宣伝冊⼦で９町をＰＲ－
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観光客が激減する冬の魅⼒づくりを⾏うため、
新幹線⽊古内駅活⽤推進協議会がＪＲ北海道と
の連携の下、1⽉21⽇から2⽉2⽇まで、松前、
江差などを巡る、モニターツアーバスを運⾏し
ました。

期間中は各町が創意を凝らして、冬ならでは
のおもてなしを実施。参加者の評判は上々で、
来年度以降の継続運⾏に向けた確かな⼿応えを
感じました。↑ ⽊古内では観光客の幸せを祈り「バスへの⽔ごり」でお⾒送り

（H26.1.28）

エ ク ス プ レ スき こ な い

“冬のモニターツアー“を初開催！

知られざる魅⼒が満載！ “チビスロウ 道南⻄部9町 ” を刊⾏！！

↑ 3⽉1⽇発⾏の「チビスロウ 道南⻄部９町」

↑ 83⾴にも及ぶ⼤作。9町の魅⼒が満載です。

函館や⼤沼といった⼤観光地に⽐べて、情報の発
信量が限られることから、知られることの少ない道
南⻄部９町。

そこで、新幹線⽊古内駅活⽤推進協議会では、地
域の魅⼒を広く知って頂くとともに、統⼀感ある観
光地としてのイメージアップを図るため、⼈や歴史、
⽂化、⾷などといったひとつひとつのテーマをじっ
くりと掘り下げて紹介する、質の⾼い宣伝冊⼦を作
成することとしました。

協議会が、北海道帯広市でスローライフマガジン
「スロウ」を発⾏しているソーゴー印刷に制作を依
頼。約1年間にわたる取材を経て、この3⽉1⽇に同
誌の姉妹版である「チビスロウ」として、発売を開
始します。

価格は1冊500円（税抜）。全国の有名書店やセイ
コーマートなどで発売しておりますので、ぜひとも
お買い求めください。

なお、今後協議会では、本誌を道内外の旅⾏エー
ジェントや出版関係者の⽅々に配布すると共に、⾸
都圏や東北地域の主要公共施設等において設置をお
願いするなど、効果的な活⽤に努めて参ります。



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

イベントからまち歩きまで獅⼦奮迅。若い⼒で⽊古内を盛り上げる！

“模擬コンシェルジュ訓練“を実施中！
私たち「はやぶさ０３」は道南⻄部９町の観光コンシェルジュを⽬指して⽇

々勉強を⾏っているところですが、新幹線の開業が迫る中、お客様に対する実
践的な案内、接客スキルの向上を図ることを⽬的として、この２⽉から毎週１
回「模擬コンシェルジュ訓練」を実施しております。

地域活性化団体 B.O.F代表

地域活性化団体 B.O.Fとは
＜Bonds Of Friendship＞

友情の絆をモットーに、平成
23年に20代の若者を中⼼に結成。
⽊古内町を活性化させるために
活動する団体。⽊古内町でイベ
ントの企画運営から、町内清
掃・雪かきボランティアなどま
でパワフルに活動中。

－ 特集新幹線でがんばる⼈たち－

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑写真パネルを使って⾏修者の体験談を語る
⼯藤さん（H26.1.28）

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑ ⽊古内町観光協会佐藤会⻑からの質問にお答えしている様⼦。佐藤会⻑からは「感じの良い
案内でした。さらにマニアックな知識を⾝につけ頑張って」との暖かいお⾔葉が。(H26.2.14)

－ 質の⾼い9町観光案内⼈を⽬指して －

これは、町の⽅々にお願いして観光客
役に扮して頂き、観光交流センターにお
ける実際の案内を想定した質疑応答を⾏
うもの。

思いもよらない質問に汗をかくことも
しばしばですが、観光案内⼈としての実
践訓練として⼤変勉強になります。

お忙しい中、観光客役を務めていただ
いた町内の皆様、ご協⼒⼤変有難うござ
いました！

◆B.O.F結成のきっかけは。

地域活性化は待っているだけでは何も始まらない！⽊古内町のため
にできることを、⾃分たちでやろうという仲間が集まったからです。

◆新幹線開業に向け、今、どんな
ことを考えていますか。

⽊古内町に新幹線の駅ができる
のは、とても有り難いこと。北海
道に遊びに来る⼈が、⽊古内町は
もちろん、近隣の町に遊びに⾏く
発信駅にしたい。そのためには、
友情の絆を町内だけではなく、町
外にも広げ、道南⼀帯が活性化す
るように⾛り続けます！

◆最近は新幹線開業に向けた「まち歩きガイド」でも活躍中の⼯藤さ
んですが、活動を通して伝えたいことは。

ガイドは観光客の⽅に⽊古内の魅⼒を伝える良いきっかけだと思っ
ています。⾃分は「寒中みそぎ祭り」の⾏修者を経験したこともあり、
その体験を聞いてもらうことでみそぎに興味を持ってもらい、祭りを
⾒に来たいと思ってもらえるようにガイドしています。「まち歩きガ
イド」は、⽊古内の魅⼒をたくさん伝えることができるので、ガイド
を通して⽊古内を好きになる⼈を増やしていきたいと思っています。

⼯藤 聖（たかし）さん
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平成26年5月≡木古内EXPRESS≡
平成24年7月から活動を開始した木古内町の

地域おこし協力隊『はやぶさ03』が、平成27
年度末の新幹線木古内駅開業に向けての様々な
取り組み状況などを、町内外の皆様にお知らせ
します。

－青森県今別町と海峡を越えた連携へ －

木古内EXPRESS H2605.Page1             北海道 木古内町役場 まちづくり新幹線課 新幹線振興室 Tel:(01392)2-3131/Fax:(01392)2-3622 

平成２８年１月開業予定の木古内町観光交流セン
ターに、「ジェイアール北海道レンタリース株式
会社」と「タイムズモビリティネットワークス株
式会社」の２社が進出することが決定。４月２１
日に両社の幹部が町を訪れ、進出決定セレモニー
を行いました。今後、新幹線駅を拠点とした二次
交通の充実に向けた大きな役割が期待されます。

↑ 握手を交わす町長とジェイアール北海道レンタリースの田坂常務及び
タイムズモビリティネットワークスの籔本北海道支店長（H26.4.21）

エ ク ス プ レ スき こ な い

木古内町観光交流センターに進出する

「日本一小さい新幹線のまち」が力を合わせて開業を盛り上げ ！！

↑ 日本一小さい新幹線のまちへ！チラシ

↑ 新幹線を活用した地域の活性化に向けた熱い意見交換
を展開（H26.3.19)

北海道新幹線開業に伴い、フル規格の新幹線駅のあるまちは全国
で９２となりますが、これらを人口の少ない順に並べると、奥津軽
いまべつ（仮称）駅が出来る青森県今別町（人口3,217人）が１位、
当町（人口5,341人）が２位となります。

この度、これに着目した両町が連携し、地域の認知度向上と、開
業機運の醸成を目的として、両駅に停まる新幹線の停車本数を当て
る懸賞クイズをはじめました。

応募は来年8月末までのロングラン企画で、当選商品としては、ま
だ発売されていない「北海道新幹線の往復きっぷ」や「両町の特産
品」を用意しております。

「日本一小さい新幹線のまち」に新幹線は何本停まるのか!? あ
なたの予想をお知らせください。詳しくは町ホームページまたは役
場１階ロビー「キーコ駅長室」まで。

また、上記企画発表直後の3月18、19日の二日間、今
別町の皆様（官民合わせて10人）が、木古内町におこし
になりました。

まずは町内の各所をご覧頂いた後、それぞれの町の現
状や新幹線開業に向けた取り組みなどについて意見交換
を行いました。夜は遅くまで懇親を深め、新幹線駅がで
きる町同士の連携強化に向けた絆を深めることができま
した。

レンタカー事業者２社が決定！
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私たちが記事を書いてます

“まちあるきサミットin木古内“ を開催！

東京・仙台のエージェントを緊急訪問！

新幹線木古内駅活用推進協議会が中心となって今年
７～８月に実施する実証実験（周遊きっぷ「江差・松
前千年北海道手形」を活用した観光地づくり）の利用
促進を図るため、３月末に、ＪＲ北海道との連携の下、
東京・仙台のエージェント延べ７社を緊急訪問しまし
た。反応は比較的良好でしたが、本格的に販売を行う
ためにはもっと早い段階からのＰＲと情報提供が必要
とのご意見も頂きました。

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑視察後、講評とともにまち歩きの魅力と可能性を熱
く語る田村さん（左）坂本さん（右）（H26.3.20）

津山 睦浅見 尚資

木古内町 地域おこし協力隊

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南西部９町の魅力や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

木古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑ 商品造成担当者へ事業説明

－ 実証実験の利用促進に向けて －

当町のまち歩きをご視察頂いたお２人からは、商店街の方
との会話が自然と購買欲を高めていることや、みそぎ浜にお
ける「寒中みそぎ祭り」の実体験の話、更には最後のサプラ
イズ演出などが素晴らしかったとお褒めを頂き、「木古内の
まちあるきは十分魅力的。石の上にも三年という言葉もある
ように、焦らず育て上げて欲しい。」と激励を頂きました。

これまでにない程の強風の中での開催となりましたが、講
師のみなさま、暖かいお言葉を頂戴し、誠にありがとうござ
いました。今後とも木古内のまちあるきをよろしくお願いい
たします。

地域の魅力を再発見する取組として全国的に注目が集まっ
ている「まちあるき」。木古内町でも、２月から有志が集い
本格的展開に向けた動きが加速しています。

このような中、３月20日に、まちあるきガイドの先進地で
ある青森県弘前市、函館市でガイド活動を行っている方を招
いて「まちあるきサミットin木古内」を開催しました。

弘前市からは、有名な観光スポットではなく、生活に根付
いた町の隠れた魅力を掘り起こす「路地裏探偵団」を展開す
る坂本さん、函館市からは、「路地裏探偵団」の暖簾分けを
受け、自らも函館バル街を仕掛ける田村さんが講師としてお
越し下さいました。

↑ みそぎ浜で「寒中みそぎ」を体感（H26.3.20）

－ まちあるき先進地との交流・連携 －

江差線ポストカードを作成し商店街に配布！
5月12日に廃線となるJR江差線（木古内～江差間）

を目当てに訪れる観光客に何か一寸したサービスの品
を提供したい！そんな駅前商店の声に応じて、浅見隊
員がＪＲ江差線の「今と昔」を感じることが出来るポ
ストカードを作成しました。

木古内、渡島鶴岡、吉堀の３種、3,000枚を印刷し、
駅前商店街に配置。店を訪れた方々に無料でお配りし
ています。

↑ ポストカードを作成した
浅見隊員

－ はやぶさ０３の取り組み －



新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.10
平成26年７⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町の地域
おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成27年度末の
新幹線⽊古内駅開業に向けての様々な取り組み状
況などを、町内外の皆様にお知らせします。

－開業に向けた誘客の仕組みづくりに向けて－
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５⽉２４⽇、⽊古内町や檜⼭振興局などが主催と
なり、新幹線⾼架橋レールウォークを開催しました。
渡島⻄部や檜⼭各町から約２２０⼈が参加し、⽊古
内駅から６００ｍ程の軌道上をウォーキング。今し
かできない貴重な体験を通じ、新幹線開業が間近に
迫っていることを肌で感じた⼀⽇になりました。鉄
道・運輸機構をはじめとする関係者の皆様に厚くお
礼申し上げます。

↑ 開業間近を実感しながら、軌道上を⼀歩⼀歩踏みしめて歩く参加者

エ ク ス プ レ スき こ な い

今にも新幹線が⾛ってきそう！

運輸事業者と⾃治体が連携した実証実験を⾏います！
新幹線⽊古内駅の開業に向け、当地域における

⼆次交通と⼀体となった広域観光のあり⽅を検証
するため、７⽉１⽇から８⽉３１⽇まで、新幹線
⽊古内駅活⽤推進協議会が運輸事業者と連携した
実証実験を開始します。

内容は、函館バスが発売する周遊きっぷ「江
差・松前千年北海道⼿形」に合わせて、各町が独
⾃の滞在型観光商品を提供するものです。

新幹線⾼架橋レールウォークを開催！

また、これに合わせて各町においては、⼿形を利⽤してお越しに
なるお客様に向けた滞在型観光メニュー（通称「千年北海道プラ
ン」）を新たにご⽤意。

江差追分のプライベートレッスンが受けられる「江差プラン」や
菜種油搾り体験と秘湯湯ノ岱温泉での⼊浴が楽しめる「上ノ国プラ
ン」、⼈気急上昇の⽮越海岸アドベンチャークルーズを満喫できる
「知内プラン」など、各町が趣向をこらした魅⼒あるおもてなしで
みなさんをお待ちしています。

「⼿形」は、エリア内の路線バスや定観バスが３⽇間乗り放題と
なるほか、江差〜奥尻航路の２等運賃が２割引となる特典も。これ
まで路線バスが途切れていた上ノ国町と松前町の間も定観バスで通
ることができるようになるなど、より⾃由に道南９町を巡る周遊観
光を楽しむことができるようになります。



https://www.facebook.com/1000nen.hokkaido
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私たちが記事を書いてます

広域観光HPが完成！

昨年、私たち「はやぶさ０３」は皆
様のご協⼒のもと、各町の観光資源に
ついて勉強をさせて頂きましたが、今
回ようやくその結果をまとめたホーム
ページを完成することができました。

これからも９町の「旬」をどんどん
発信していきますので、よろしくお願
いします！

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ 開発したカレーのＰＲ看板を前に、⾃らの
思いを熱く語る鈴⽊さん

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の「旬」の魅⼒
を発信するため、facebook
ページを開設しています。
Facebook未登録でも閲覧で
きます。

旬感 千年北海道

↑ 運⾏開始セレモニーに集まったゆるキャラと
⽊古内保育園・永盛保育園のみんな

－ ９町研修の集⼤成－

◆いきなりですが、「街おこし本気男」とは？

本気で地域活性化に取り組むという意思表⽰を肩書きにして
しまいました（笑）私が⽊古内に来たのは約２年前ですが、す
ぐにこの街が⼤好きになりました。今回商品化した「はこだて
和⽜カレー」もそうですが⽊古内には素晴らしい素材がたくさ
んあります。そして、⽊古内は新幹線の駅ができるという、全
国に魅⼒を発信するチャンスを持っています。そのチャンスを
活かし、⽊古内町の街おこしに本気で取り組みます！

－ 特集 新幹線でがんばる⼈たち －

代替バスが運⾏開始！

5⽉12⽇、廃線となったJR江差線⽊
古内〜江差間の代替バスが運⾏を開始
しました。⾞体には各町のゆるキャラ
がラッピングされ楽しさいっぱい！

今後、地域住⺠はもちろんのこと、
新幹線観光客の交通⼿段としても活躍
が期待されます。

↑ 広域観光HP「旬感千年北海道」
http://1000nen-hokkaido.com/

－ ⽊古内〜江差間の新たな⾜ －

宿きたかい “街おこし本気男“ 鈴⽊ 慎也さん

◆今回の商品にも「街おこしシリーズ」と記載されていますが。

勝⼿にシリーズ化してしまいました（笑）今後も⽊古内町はもちろん近隣の町ともコラボして、道南
全体で魅⼒を発信していけたら⾯⽩いかなと。とにかく、このカレーをお⼟産などで⼿にした⼈が、⽊
古内町や道南に興味を持って、遊びに来てくれることを⽬指し、本気で⾛り続けようと思っています。
もちろん味・品質にもこだわりましたので、地元の⽅にも⾷べて頂きたいです！
※はこだて和⽜カレーレトルト：価格は1箱864円（税込） 宿きたかいなどで販売中

宿に、⾷に、街おこしに全⼒投球！熱い“本気男”に思いを伺う。

平成２５年度における町の「観光おみやげ品開発⽀援事業」
を活⽤し「はこだて和⽜カレー」を開発した鈴⽊さん。

宿泊施設を営みながら、⾃称「街おこし本気男」としてユ
ニークな活動を続ける元気⼈にお話を伺いました。

◆お知らせ◆
「旬感 千年北海道」のホームページ開設
に伴い、facebookページを始めました。今
までの「はやぶさ０３」のfacebookページ
は私たちの活動や新幹線関連の情報をアッ
プしていきます。



新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.1１
平成26年９⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町の地域
おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成27年度末の
新幹線⽊古内駅開業に向けての様々な取り組み状
況などを、町内外の皆様にお知らせします。

－観光交流センターにおける魅⼒的な物販施設づくりに向けて－
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↑ 仙台市のご協⼒で場所をご提供頂いた「なびっく」前でパチリ。

エ ク ス プ レ スき こ な い

キーコ “東北戦略“ 始動！

官⺠⼀体による「物販戦略検討会議」を開催中！
新幹線開業直前の平成２８年１⽉にオープンを予

定している⽊古内町観光交流センター。
北海道の⽞関⼝における観光、物産の拠点施設と

して、町内はもとより、渡島、檜⼭広域の物産を魅
⼒的に紹介、販売していく予定ですが、既存施設が
ない中、多くのお客様に⽀持される店にするために、
どのような販売戦略をとっていくのかが課題です。

このため、この４⽉から町、商⼯会、渡島総合振
興局の三者により「物販戦略検討会議」を設⽴し、
店のイメージづくりや主⼒となる商品の考え⽅など
についての意⾒交換を⾏っています。

仙台⻑期出張で「ともだち」倍増！

これまでは、⽊古内や周辺地域における物産資源
の洗い出しを⾏うとともに、特に⼒を⼊れて販売し
たい町内の商品（いわゆる「⽊古内ベスト」）の選
定や、販売に当たって想定される課題の整理及び解
決策に向けた検討などを⾏ってきました。

７⽉下旬には、メンバーによる先進地視察も実施。
⼋雲町「丘の駅」や、「どさんこプラザ札幌」にお
邪魔し、関係者の⽅からターゲットの想定や商品の
選定⽅法などのアドバイスを頂戴しました。（この
場を借りて、ご協⼒に感謝申し上げます。）

今後、会議では更なる検討を進めるとともに、１
次産業者の皆様などとの連携の輪を広げ、魅⼒的な
物販店舗づくりを進めてまいります。

新幹線で結ばれる東北の⽅々ともっと仲良くなり
たい！そんな思いで、この夏キーコが約１ヶ⽉間に
渡る仙台⻑期出張を敢⾏しました。

出張のテーマは「ともだち」づくり。開業までに
町の⼈⼝と同数の５，０００⼈の「ともだち」をつ
くることを⽬標に掲げ、今回、その第１弾として仙
台及び近郊で約１，５００⼈の⽅と記念撮影を実施。
多くの⽅々から暖かな歓迎を受けました。

物販戦略検討会議メンバー

稗 貫 達 郎 さん
会議に参加させていただき、皆さんが真剣に今

後の物産振興を考えていると実感しました。
物産の拠点施設となる観光交流センターが、町

⺠の皆さまに愛され、当町が誇る特産品を全国に
発信できる施設となるよう、微⼒ながら頑張って
いきたいと思っています。

■会議参加の感想と今後の抱負について
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エ ク ス プ レ スき こ な い

私たちが記事を書いています

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊

－ 特集 東北との “絆“ 拡⼤ －
海峡を越え、新幹線開業を東北と⼀体となって盛り上げ！

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03

フェイスブックとホームページで情報発信中

私たち≪はやぶさ０３≫の活
動をfacebookページで発信
しています。Facebook未登
録の⽅でも閲覧できます。

道南⻄部９町の広域観光情
報を「旬感・千年北海道」
のホームページとfacebook
ページで発信しています。

キーコ 咸臨丸ゆかりの⽩⽯市を訪問！

⽊古内沖で座礁した咸
臨丸で縁のある宮城県⽩
⽯市を７⽉２８⽇にキー
コが初訪問しました。

佐々⽊副市⻑や佐藤観
光協会⻑などから厚い歓
迎を受け、咸臨丸から新
幹線に⾄る⻑い交流の歴
史を確認しました。

「マグロ⼥⼦会」⽊古内初開催！
津軽海峡圏を「マグロ」のように泳

ぎ続ける⻘森・道南の⼥⼦が集結して
設⽴された「マグロ⼥⼦会」。

この元気な「マグ⼥」たちが７⽉１
１⽇に⽊古内に結集。町⻑に表敬した
後、⽊古内の海産物を囲んで結束を強
化しました。今後、観光客の皆様に何
度もお越し頂けるような暖かい地域づ
くりを⽬指し「マグ⼥」の底⼒で泳ぎ
続けます！

今別町 荒⾺まつりに参加！

8⽉４⽇に開催された、
今別町の荒⾺まつりに初
参加。熱気溢れる会場で
開業をＰＲしました。阿
部町⻑をはじめとする皆
様から暖かい歓迎の⾔葉
を頂き「⽇本⼀⼩さい新
幹線のまち」同⼠の連携
強化を確認しました。

東北放送（仙台市）が当地域を取材！

７⽉中旬に東北放送の
スタッフが来道され３⽇
間にわたり「江差・松前
千年北海道⼿形」の取材
を⾏いました。取材内容
は８⽉２⽇の情報番組で
１０分間にわたり放映さ
れ、東北の皆様に地域の
魅⼒を発信しました。

かかし作りで津軽半島の皆様と交流！

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》1000nen-hokkaido.com

www.facebook.com/1000nen.hokkaido

↑ 浜焼きを囲み「マグ⼥パワー」爆発！
（H26.7.11)

↑ キーコは今別でも⼈気者
(H26.8.4)

↑ 開陽丸（江差町）での撮影
(H26.7.16)

↑ 市役所で皆さんと記念撮影
（H26.7.28)

⻘森県の国道２８０号線
沿線にかかしを展⽰する活
動を繰り広げる「かかし
ロード２８０」のメンバー
が⽊古内町を訪れ、町⺠と
⼀緒にかかしを製作し交流
を図りました。かかしは、
サラキ岬に展⽰しています
ので、ご覧ください。 ↑ かかしで開業を盛り上げ

(H26.8.23)

国道280号線

木古内町

今 別 町

仙 台 市

白石 市



新幹線でがんばる町 隔月刊 Vol.12

平成26年11月
≡木古内EXPRESS≡

平成24年7月から活動を開始した木古内町の地域
おこし協⼒隊『はやぶさ03』が、平成27年度末の
新幹線木古内駅開業に向けての様々な取り組み状
況などを、町内外の皆様にお知らせします。

－ 官⺠が⼀体となって開業への盛り上げを本格化 －
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↑ 函館⼭を背景にした新型⾞両。「北海道上陸」を実感します。

エ ク ス プ レ スき こ な い

北海道新幹線 陸揚げ

「北海道新幹線⽊古内駅開業記念事業実⾏委員会」設⽴！

目前に迫った新幹線時代の到来を前に、開業に向
けた地域の盛り上げを一層高めていくため、10月22
日（水）に、関係30団体により「北海道新幹線⽊古
内駅開業記念事業実⾏委員会」が設⽴されました。

本委員会は、地域住⺠が⼀丸となって⽊古内駅の

開業を祝うと共に、新幹線駅を拠点とした渡島⻄

部・檜⼭南部地域の魅⼒やおもてなしの⼼を全国に

発信することを目的としており、近隣９町により構

成される「新幹線木古内駅活用推進協議会」も構成
員として参画しております。

H5系⾞両が北の⼤地へ初上陸！

北海道新幹線の新型⾞両(H5系)第1編成の先頭2両
分が10月13日(月)朝に函館港で陸揚げされ、同⽇昼
に歓迎セレモニーが開催されました。
ピカピカに輝く新型⾞両を前に、上陸地である函

館市内の保育園児が元気に「走れ超特急」の歌を合
唱。「道⺠の新幹線」の到着を歓迎しました。

今後、残りの⾞両も続々と上陸し、組⽴、点検等

を経ていよいよ12⽉には試験⾛⾏が始まります。

↑ 実⾏委員⻑に選任され、事業の進め⽅について考え⽅を

説明する⼤森町⻑。

事業期間は平成28年度末まで。今後、下記テーマに
基づき、アイデアの公募や町⺠参加型のワークショッ

プなどを開催することにより、魅⼒ある記念事業の内

容を検討して参ります。詳しくは、町政広報11月号の
折込紙、または木古内町役場HPをご覧ください。

↑ 記念事業のアイデア募集⽤紙が町政広報11月号で配布さ
れました。

① 新幹線や開業を題材にしたもの。
② ⽊古内を始めとする渡島⻄部,檜⼭南部の魅⼒
やおもてなしの心を全国に発信するもの。

③ 東北や関東とのつながりや広がりを感じさせ
るもの。

テ
ー
マ
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エ ク ス プ レ スき こ な い

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03

私たち≪はやぶさ０３≫の活
動をfacebookページで発信
しています。Facebook未登
録の方でも閲覧できます。

道南⻄部９町の広域観光情

報を「旬感・千年北海道」

のホームページとfacebook
ページで発信しています。

1000nen-hokkaido.com

www.facebook.com/1000nen.hokkaido

↑心のこもった案内が好評のガイド

◆利⽤者からは概ね⾼評価！

⼿形の利⽤者は128⼈と初年
度にしてはまずまずの実績。

利⽤者からは「定期観光バス

と路線バスの双⽅を利⽤出来る

ことは非常に便利」などと好評

の声を頂きました。
特に地元の方がおもてなしの

心を持って町をご案内する「ガ
イド付きのプラン」を提供した
町への評価は極めて高く、今後
各町が連携した運営体制の強化
が求められます。

－ 今夏実施した実証実験の結果を総括 －

広域観光の枠組みづくりに一定の手応え 来年度も引き続き実施へ！

新幹線⽊古内駅活⽤推進協議会では、本年7〜8月に、木古内駅を拠
点とした二次交通と一体となった広域観光のあり方を検証するため、
函館バスが発売する定期観光バスと路線バスの双⽅を利⽤できる「江

差・松前千年北海道⼿形」と、各町が提供する滞在型観光メニュー

「千年北海道プラン」を連動した実証実験を⾏いました。

その結果を経て、去る10月17⽇（⾦）に本年度第2回目の協議会を
開催し、結果の総括及び次年度に向けた⽅向性の協議を⾏いました。

私たちが記事を書いてます

木古内町 地域おこし協⼒隊

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

ホームページとフェイスブック

で情報発信中

津山 睦浅⾒ 尚資

◆来年度も実施を決定！

新幹線開業に向けた誘客の枠
組みづくりとして一定の手応え
が感じられたことから、平成27
年度も引き続き実施することを

決定。
利⽤期間の拡⼤(7〜9月)やパ
ンフ・HPの⾒易さの改善、告知
活動の早期開始、地域ガイドを
前面に出したプランのブラッシ
ュアップなど様々な改善を図り、
利⽤拡⼤に努めていくことを確

認しました。

「ねぶた」寄贈に感謝！

９月22⽇（⽉）に⻘森県今別町
商⼯会理事の北⼭ 正さんが町を
訪れ自作の「ねぶた」を寄贈して
くださいました。北⼭さんは今年

3月に木古内町を視察で訪れ、両
町の交流を今後⼀層深めたいと感

じて下さったそうです。北⼭さん

の心がこもった「ねぶた」は役場
１階ロビーで暖かな灯を放ってお
りますので、どうぞご覧ください。

↑ ⽊古内最⼤の伝統⾏事の紹介に熱が

こもる野村宮司

－ 今別との絆 深まる －

木古内ふるさとスクール

新幹線開業前に町⺠⾃らが改めて町

のことを学ぶため、9月30日（火）に
「第２回木古内ふるさとスクール」が
開催されました。今回は佐⼥川神社の

野村広章宮司が「寒中みそぎ祭り」に
ついて講演。本殿にこもって⾏われる

鍛錬の様子や様々なしきたりなど、今
まで聞くことがなかったことを教えて
いただきました。野村宮司様、貴重な
お話しをありがとうございました。

↑ ねぶたを前に握⼿を交わす北⼭さん

(左)と⼤野副町⻑(右）

－ 新幹線を前に 町を知る －

◆わかりづらさをあげる声も！

利便性を評価する⼀⽅、余り

にも⾃由度が⾼いことから、旅

慣れない人がバス、プラン、宿
泊などを全て自分で手配するこ
とはハードルが高いのではとの
声も多く寄せられました。
今後は手形の用途をよりシン

プルにするとともに、わかりや
すいモデルコースを作ったり、
一定のコースについてはパッケ
ージ化し商品として販売するな
どの改善が必要と考えられます。


